
第３回県立高等学校の在り方検討委員会のご意見等の概要

○ご意見等

・水産科・看護科については現状の体制は良いが、工業や農業等は、少し学科の見直しを行うこと
　も必要になるかもしれない。

・私立を選んでいる生徒が多いことをみると、公立のシステムも見直し、生徒から選んでもらえる
　ものにしていく必要がある。また、生徒や保護者に対して、もっとＰＲをしていくべきだと思
　う。

・公立の場合、定時制と通信制と組み合わせ、全体で多様な学びを提供できることをネガティブで
　はなく、ポジティブに学び方ができるアピールをしていくことが重要である。

・最低規模を下回る学校に、高知海洋高校が入っているが、地域に留まらず広いところからアプロ
　ーチし、高知県の産業を維持するためにも必要な役割を持っていると考えると、最低規模の議論
　から外れ、別の観点から魅力化を考えていかなければならないと思う。

普通科

・子ども達は、普通科と総合学科の違いがはっきり分かっていない状況であり、将来のことがイメ
　ージできずに、高校へ行けば何とかなるという感覚がある。

・セーフティネットは、ネガティブな感じであるため、ジャンピングボードのようなさらに伸びて
　いく、非常に能力はあるが集団的な学びの中ではうまくいかなくても、個別の学びができ、郵便
　制ではなく、本当の意味でのこれからの通信制をアピールしていく、コンテンツをどうしていく
　かが大事である。

適正規模・最低
規模

・公立の通信制で民間活力やノウハウを一部活用して、魅力化を図ることができないか。他の通信
　制と違った色を出すことができれば、公立の良さ、特に費用面等の部分での選択肢の１つにもな
　るのではないかと思う。

・学力がついていない状態で働いても、伸ばそうと思っても伸びず、いい子はどんどん出ていくと
　思うが、様々な層の子を引き上げていかないと、高知県の経済にも繋がっていかないのではない
　かと思う。

・高校を出て就職した生徒が、会社の中で力をつけていくことができず、成長することができない
　現状がある。様々な特色や多様性に対処していかなければならないが、現代において、本当に必
　要である基本的な力や能力を身につけていける教育システム等が必要ではないかと思う。

産業系専門学科

定時制・通信制

学力

・最低規模に満たない学校も増えており、今後さらに少子化により、増えるのではないかと思う。
　また、適正規模・最低規模の言葉や数字的なものを根本的に変えていかなければならないのでは
　ないか。

・特に高知市以外で普通科が定員を満たせず、高知市に流れてしまっている。対応するためには、
　地域との繋がりを持った何か尖ったものがないといけない。学校をさらに活性化するために、
　地域で取り組むことや少し尖った内容にしていく方向が魅力化に繋がるのではないか。普通科ば
　かりやるとも普通科をやめるともならないが、普通科が魅力的に映るような改革をしていく必要
　があると思う。

・感覚以上に少子化が進み、適正規模という考え方もなくても良いのではないかと考えている。
　最低規模もある程度のラインを構えておかないと、１人や２人での高等学校は想像しにくく、
　子ども達にとってそのような学びが良いのか疑問がある。

・最低規模は、望ましいという数字であれば柔らかいものになると思う。そのような形で最低規模
　を残すことは必要ではないか。

・適正規模・最低規模という言い方はやめて、過疎化の著しいところであれば、地域の振興のため
　学校は残すが、集団活動における社会性の育成など高校で育まれる能力のため、生徒数１学年１
　学級20人以上あるいは、分校は10人以上が望ましいというような目標値をつくる。

・多様な学びをする中の１つに、仕事をしながらも学べるという位置付けの転換や逆転の発想が必
　要である。

・ギフテッドのような、特殊な能力で秀でている才能を持っているが、みんなとの生活は苦手とい
　う人達にも学びの場を確保することは、これからの将来大事だと思う。通信制・定時制という定
　義を決めず、特殊な勉強を様々な形で受け入れる学校を、高知県でも先進的につくることも考え
　ていくと良いのではないかと思う。

・スクーリングを中心とした面接指導での人間関係形成や、試験などによる学力保障は重要なた
　め、公立で作るときには十分に気を配り、議論いただければ良いと思う。
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